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小山田議長  それでは、定時になりましたので、始めたいと思います。どうも

皆様、おはようございます。 

 それでは、ただいまより３１年度第１回社会教育委員の会議を始

めさせていただきます。 

 まず最初に、配付資料の説明を事務局のほうからお願いいたしま

す。 

 

小堀生涯学習係長 では、資料の説明をさせていただきます。 

 まず、本日の次第と社会教育委員の会議会議録（平成３０年度第

８回）。２番目に、「小金井市での地域学校協働活動」の実現に向け

て（提言）。小金井市社会教育委員の会議管外視察研修。平成３１

年度三者懇談会について。平成３１年度スポーツ関係団体への補助

金交付額（内訳と昨年度との比較）。「障害のある人もない人も共に

学び共に生きる社会を目指す小金井市条例」、及び「障害のある人

もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例」を通し

て共生社会の目指すもの。平成３１年度社会教育委員の会議等日程

表。ホームページ「生涯学習情報コーナー」。平成３１年度東京都

市町村社会教育委員連絡協議会定期総会。ここまでが資料としてお

配りしたものです。 

 あと委員の方のみに、地域と学校の協働を推進する方策について

（平成３１年２月東京都生涯学習審議会）、第３０号小金井市スポ

ーツ推進委員協議会だより「スポ進小金井」、小金井月刊こうみん

かん４９２号と「障害者差別解消法を知っていますか」のリーフレ

ットです。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございました。よろしいでしょうか。 

 それでは、議題に入ります前に、まず人事異動があったというこ

とですので、そちらを部長のほうからお願いいたします。 

 

藤本生涯学習部長 生涯学習部長です。おはようございます。４月１日付で生涯学

習部の中で人事異動がございましたので、ご報告を申し上げます。 

 まず、管理職としましては１件ですけれども、公民館長の西村で

ございますが、今、清掃の一部組合をつくっております浅川清流衛

生組合のほうに派遣となり、異動となりました。かわりに社会福祉
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協議会のほうから林が公民館長ということで着任いたしましたの

で、林のほうから一言ご挨拶を申し上げます。 

 

林公民館長  おはようございます。公民館長に４月１日から就任しました林で

ございます。公民館は、以前３０年近く前まで在籍したことがある

んですけれども、公民館長になってもちろん初めてなので、皆さん

のお力で進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

小山田議長  お願いいたします。 

 では、議題のほうに移らせていただきます。本日も５点ほどござ

いますので、順番に参りたいと思いますが、まず、会議録の承認に

ついてということで、配付資料でございますが、メールでもご覧に

なっていたと思います。こちらの第８回の会議の議事録ですが、何

かご意見のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

 では、特にないようでございましたら、こちらの会議録のほうは

ご承認いただけるということでよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

小山田議長  はい、ありがとうございます。では、議事録のほうは承認となり

ました。 

 続きまして、小金井市の地域学校協働活動についてということで、

こちらが資料１になりますが、少しお時間をいただけたらと思いま

す。 

 これまで、前回の本会議以降、ちょっと慌ただしく動きがござい

まして、今日お出しした提言なんですが、少し変わっております。

それまでの経緯を少し説明させていただけたらと思うんですが、前

回の委員会の後、この平成３１年度に、コミュニティ・スクールに

ついて、教育長のほうから、モデル的に試行で始めたいと思ってい

る意向があるということがこちらのほうに伝わりまして、私どもの

出す提言と関連があることでもあるため、一度、面談をさせていた

だきました。３月２８日に、私と原田副議長と柴田委員のほうで、

生涯学習課の皆様とご一緒に教育長とお話しをいたしました。その

話し合いをふまえて、少しかえたところがございます。 

 それは、こちらの資料の３番の「地域学校協働活動の方向につい



 -３- 

て」ということで、幾つか文章で前は挙げていたんですが、３点に

絞って、わりと箇条書きのような形で３点つけさせていただきまし

た。 

 あとは、４番の「行政に求める役割について」も、こちらは、行

政、生涯学習課のほうとすり合わせをして、文言を少しかえさせて

いただきました。 

 メールでも事前にお送りしておりましたので、見ていただいたか

と思うんですけれども、ポイントとしては、地域学校協働活動の方

向について、この３点ということでは、まず１番目は「子どもを中

心に様々な地域の力を結集して、地域の協働推進をはかる」という

方向性ですね。これは、小金井は既にいろいろな団体ですとかいろ

いろな活動が非常に盛んではあるんですけれども、それを子どもと

いうことを中心にして結集して、さらに地域との協働を推進という

ことができていけばいいのではないかというようなことで、この１

番になりました。 

 ２番につきましては「地域と学校の協働活動が持続可能にするた

めに、継続的な組織づくりをする」ということで、これもかなり、

どうしようかというお話で、その後、４月１５日に小委員会がござ

いまして、そこで一度、もまさせていただいたんですけれども、そ

のときにも、この賛否についてはいろいろ意見が出まして、こちら

の「持続可能な」という部分と「継続的な組織づくり」というとこ

ろでは、活動に携わる人が入れかわってもこの組織が続くようにと

いう意味合いで、どんな方が地域、また学校のほうに来ても、また

地域の人たちがかわっても継続できるような組織づくりを目指し

たいということで、この文言になりました。 

 ３番「地域学校協働活動が成人教育の場となることから、本活動

を拠点とした地域のコミュニティづくりに発展させる」というのは、

それは出ていたことですが、この地域学校協働活動がもちろん子ど

もの成長というところに寄与するものがメーンなんですが、この活

動自体が、かかわる成人、大人のほうの教育の場にもなるという、

そういったことで、私ども社会教育委員会からの発ということもあ

りまして、そういった視点をぜひ盛り込みたいということで、この

３番を入れさせていただき、この３点にまとめさせていただきまし

た。 

 それから４番につきましては、一番最初に生涯学習部、学校教育
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部や子ども家庭部等、子育て・子育ちにかかわる部署をはじめとし

て、いろいろ関係する部署の連携を図るということをまず１番に持

ってきております。その後、そのためにはということで、地域住民

や学校関係者への説明会、研修会ということで、啓発活動に努める

ということ、またスケジュールを立てて準備会を設立するというこ

と、それからコーディネーターを育成すること。 

 あとは、「小金井市内の大学や近隣大学と連携し、市内全ての地

域学校協働活動に協力を得られるような体制づくりを行うこと」、

こちらは、文言、説明文を前にちょっと引き出したということで、

小金井市内の幾つかの大学や近隣大学と協定、連携の進んでいると

ころが幾つかあるので、その大学も含めて、市内全ての活動に協力

を得られてはということで、この文言になりました。 

 あとは、最後は「活動が推進できるよう、教育委員会内に新たな

推進担当をつくるよう検討し、また必要な予算を確保すること」と

いうことで、前回の文言より少しブラッシュアップしたような形で

まとめさせていただいたということです。 

 あと最後にも、このコミュニティ・スクールがモデル的に始まる

ということを含みまして、「最後に」の言葉もまた小委員会でもか

なりもみまして、少し文言を変えましたので、目を通していただけ

たらと思いますが、あえて「コミュニティ・スクール」という言葉

も入れております。「『地域学校協働活動』と『コミュニティ・ス

クール』は、地域とともにある学校実現のための両輪です。地域学

校協働活動の基盤ができ充実していくことで、コミュニティ・スク

ールの実現も検討することを望みます。そして、地域の様々な資源

を活かし、子どもも大人も学べるまちとして、小金井市民の市民力

が高まり、小金井市がさらに発展していくことを期待します」とい

うことで、最後には文章を少し変えさせていただきました。 

 今日は、実はスケジュール的には、当初予定していたより、その

モデル的に始まるということも含めまして、やはりちょっと早く提

言を出したほうがいいのではないかということを考えましたので、

実は今回の委員会で最終的なご意見を伺って、これでいいかどうか

という承認を得て、その上で、連休が明けて５月中にこちらの提言

を教育長のほうに提出したいなという結構急ぎのスケジュールで

考えたいと思いますので、それも含めて、また皆さんからもご意見

をいただけたらと思いますが、まず原田副議長から補足をお願いし
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ます。 

 

原田副議長  １点だけ補足しますと、提出の前に教育長と面談をして、この内

容について意見を交わしたというのは、誤解のないように申し上げ

ますが、すり合わせとか、根回しとか、そういうことではありませ

ん。行政が考えている方向が我々が議論した方向とあまりにも違い

過ぎているとまずいということで、我々としては、行政の、今、考

えている、この地域学校協働活動について確認をしたという位置づ

けであります。ですから、今、議長から説明のあった文言について

は、小委員会のメンバーで最終的にまとめた案でございますので、

その辺はご理解いただきたいと思います。 

 確認した結果、教育長のお考えは、我々が議論してきた方向とほ

ぼ一致しているということであります。特に３番の方向性について

ですけれども、我々、これまでの議論や視察をした上で、小金井市

というのは、それぞれの学校や地域でいろいろな活動をしているの

にまとまりがないじゃないかと。１つの方向になっていないとうの

が１点目。 

 それから、スーパーマン的なコーディネーターや先生がいるんだ

けれども、その人たちにお任せになっていて、このままで果たして

持続可能な活動ができるのだろうかというのが２点目。 

 それから３つ目は、これはあくまでも子どもたちにとっての提言

なんだけれども、実際にやるに当たっては、大人のためにもなる、

大人も一緒に育っていくという活動にして、コミュニティづくりに

発展させる。 

 この３つがポイントではないかということで、この３番をよりわ

かりやすく３項目を立てて記載したということです。 

 ４番の「行政に求める役割について」は、より具体的にこういう

ことを求めるという、これも、これまでの議論の中で出てきたもの

ですが、ここに番号がついていないのは、順番に軽重があるわけで

はなくて、どれもということですけれども、絞って書いたというこ

とでございます。 

 以上です。 

 

小山田議長  はい、ありがとうございます。うまくまとめてくださいましてあ

りがとうございました。 
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 ということなんですが、委員会としては前回からちょっと時間が

ある中で、少しいろいろと変更点がありましたので、そのあたりに

つきましてご意見をまずいただけたらと思うんですが。 

 

福井委員  福井です。２つ提案したいと思うんですけれども、この提言書の

中で、私も小委員会で３回ほど昨年から携わっているから、この文

面を確認はさせていただいているんですけれども、ここの「コミュ

ニティ・スクール」というのが３カ所ぐらい出てきて、ある程度、

片仮名用語というのは、もう少し漢字的な文言を入れてもいいんじ

ゃないかということで、例えば１の「はじめに」のところの５～６

行目に「各学校のコミュニティ・スクール」という言葉があるんで

すけれども、その後ろに括弧して「学校運営委員会制度」とかとい

うことを入れたほうが、一般市民も含めて、コミュニティ・スクー

ルの意味がより明確にわかるんじゃないかと思うものですから、で

きたらこの６行目ぐらいに括弧して入れていただければという提

案が１つ目。 

 それと、最後の５の「最後に」というところで、下から２行目、

「地域の様々な資源を活かし、子どもも大人も学べるまちとして」

というので、これも４月１５日の小委員会で、ある程度、いろいろ

な提案で、「学べるまち」のところを「教育のまち」とか、いろい

ろ意見が出たんですけれども、総合して見ると、この文面として、

「子どもも大人も学べるまち」というのはちょっと受動的な感じが

するんじゃないかということで、私がぜひ提案したいという言葉と

しては、「子どもも大人も学びを育むまち」という言葉に置きかえ

たほうがよりストレートに理解できる提言書ではないかと思いま

す。 

 なぜこの「育むまち」という言葉を使ったかというと、皆さん見

ていただいたとおり、長期総合計画にも引用されている言葉ですし、

生涯学習、あと学校教育等も、豊かな人間と次世代の夢を育むまち

というような文面で置きかえているということで、これも４月１５

日のときにどうかなというところもあったんですけれども、できれ

ばそういう文面のほうが、「学べる」というよりも「学びを育む」

という言葉に置きかえたほうがより明確に意図が伝わるんじゃな

いかということです。 

 以上です。 
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小山田議長  ２点出ましたが、「コミュニティ・スクール」を、もう少し日本

語というか、漢字で、何かどこかに注釈を入れたらよいのではない

かという点と、一番最後の「学べるまち」というところを「学びを

育むまち」ということで置きかえてはどうかというご意見でした。 

 先に、もしご意見あれば出していただいて協議したいと思うんで

すけれども、小委員会に参加されていない委員の方、多分、あれか

ら変わっていると思うので、ちょっとご意見をいただけたらと思う

んですけれども、首藤委員、いかがでしょうか。 

 

首藤委員  小委員会でのご議論、ありがとうございます。きれいにまとまっ

ているなというふうに思います。 

 私の個人的な意見としては、過去には２回、関東の総会の研修に

行かせていただいたときに、ああ、こういうことがあるんだなと思

ったのが、それぞれのまちにはいろいろな活動をされているＮＰＯ

法人とか、いろいろな組織があるんですね。そういう組織とどう連

携していくのかというのはとても大事なことで、うまく連携ができ

ている成功事例というのをたくさん聞かせていただきました。 

 そういう意味では、小金井市の中にどういう、そういうＮＰＯ法

人、活動をされている組織があって、それとこの学校推進活動とど

うリンクさせていけるのかというのも少し整理をして将来のため

に体系づくりをしていくということはとても大事なことだなとい

うふうに感じたことがあります。その辺のニュアンスが何か入って

いればとてもよくなるのかなというふうに思いました。 

 ここに「大学等」と書いてあるので、「等」の中に入るのかなと

いうふうに思うんですが、もう少しそこを明確に書いておくほうが

いいのかなというふうに感じました。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございます。この「大学等」というところと、あとは

３番の①の「子どもを中心にさまざまな地域の力」という、この「地

域の力」の中にそういった既存のＮＰＯの活動等も、非常に広い形

ですけれども、一応意味合い的には含んだことでは考えていたんで

すけれども、もうちょっと具体的に、市民に基づいた活動というふ

うな言葉に落とし込むかというところかとは思うんですけれども、
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ありがとうございます。一応ご意見として伺わせていただきます。 

 

原田副議長  確かに４の下から２個目のところは、「等」とあるけれども、大

学に限定されるような印象を持ちます。「等」の中に、おっしゃる

ようにもちろんＮＰＯ法人は入っているんだけれども、言葉として

入れたほうがいいかもしれませんね。 

 

小山田議長  そうですね。 

 それでは、石原委員、いかがでしょうか。しばらくたっていると

思うんですけれども。 

 

石原委員  石原です。しばらくお休みしているので、資料をもらって読むし

かなかったのですが、皆さんの意見がどこまで進んでいるのかとい

うのはなかなか読み取れないところもあるんですけれども、この提

言を読ませていただいて、内容はすごくいいなと思いました。 

 ただＰＴＡでやっている中で、いろいろと取り組みをしようと立

ち上がってはみるんですけれども、やっぱり最終的には、責任の所

在だったりとか、じゃあ、学校と連携できるかというと、やっぱり

学校側は一歩引いて、線を引かれてしまったりというので、今、前

原小学校は副校長先生が杉並からいらっしゃった方で、杉並はコミ

ュニティ・スクール的な形で進んでいるので、そこが主になってボ

ランティアさんを募集してというところがあるので、ＰＴＡが立ち

上げてやるというのとは全く違う。責任の所在もしっかりしている

ので、何かあってもそこがしっかりしていると、いろいろ立ち上げ

てやってみようということがすごくできるなというのがあったな

と、去年度の役員さんと話をしていてそういうところが出てきたの

で、そういったところを確立していかなければ、学校内でできるこ

ととか地域だけでできることというのは限られてきてしまうんだ

なというのがあるので、やはりそういうところをしっかり盛り込ん

でいただいて、かつコーディネーターさんを育成していかないと、

やめていかれたときに、じゃあ、次、どうしようというのがあるの

で、そういうところもしっかり具体的に入っているのですごくいい

かなと、読んでいて思いました。 

 あとは、皆さんが、今、意見を言っていただいたように、詳しく

書くことで、これを一目見て、読んで、わかるような状態にしてい
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かないと、誰もがわからないと、提言を出す意味というのがないか

なと思うので、しっかりその辺を踏まえて出していければなと思い

ます。 

 

小山田議長  ありがとうございました。現場ならではのご意見をいただいたか

と思います。 

 それでは、城委員はいかがでしょうか。 

 

城委員  私も、学校とかを見学させていただいて、コーディネーターさん

がすごく熱心でいいなと思った反面、その方にすごい力が入ってい

て、ほかの方がついていけない部分もあるんじゃないかなというの

を感じたので、継続していけるように、もっとコーディネーターさ

んの幅を広げたらいいんじゃないかなと思いました。 

 小金井市の学校でもすごくいいやり方をしている学校があるの

で、それを本町小学校のときに感じたんですけれども、そこだけで

はなく、小金井市全体に広げていくような取り組みをしたらいいか

なと思いますし、今日まとめていらっしゃることはすごくいい内容

かと思いますので、地域の力と学校の力と両方すれば何かすばらし

いまちになるのではないかなという感じがしました。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 では、所委員、一応このように提言が進んでおりまして、最も現

場でいらっしゃると思うんですが、ご意見等ございますでしょうか。 

 

所委員  ずっと経過は見せていただいておりまして、必要なことが全て網

羅されているなと感じています。ですので、私としては、この内容

について、変更は特にありません。 

 先ほど話題に出ましたコミュニティ・スクールのモデル校という

ところでのお話ですけれども、実はうちの学校でして、小金井市立

緑小学校が研究奨励校に指定されまして、この１年間、コミュニテ

ィ・スクールを実現するために、どのようなことが実現可能か、ま

たどういう準備をしていったらいいのかということを検討してい

くことになりました。 

 昨年度までずっと、市内全校そうなんですけれども、学校運営連

絡会というものがありまして、コミュニティ・スクールの前身にな
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るような会があって、そこで学校評価等、さまざまな議論がされて

いるんですね。学校の方針を伝えて、それについてご意見をいただ

くという、そのコミュニティ・スクールの母体になるようなものは

既に全校にあります。なので、それを円滑に移行して、そのメンバ

ーの中から会長を選任して進行していただき、主体的に課題解決が

できる協議体にしていくというのがまずコミュニティ・スクールの

目指す方向かなと思っています。 

 それと、ここの提言にあります、５番の「最後に」のところにあ

ります地域学校協働活動とコミュニティ・スクール、地域学校協働

活動のほうが支援をする実動だとして、コミュニティ・スクールは

協議をする役、それが両輪でうまく回っていけば、目指そうとして

いる、子どもも大人も学びを育むまち、そういったものに近づける

のではないかなと思っています。 

 学校としては、今、地域学校協働活動のほうが、つまり支援の実

動のほうが、どちらかというと、まだこれから大分力を入れていか

なければいけない部分になっています。現在、地域学校協働活動の

予算がどのぐらい必要なのかとか、どのぐらいいただけるのかとか

いうあたりが、わからない状態にあります。なので、やっていく上

でどんなことがほんとうに必要なのかというのを検討して、学校か

らもこれだけの予算が欲しいですということはお願いすることに

なると考えています。その点について４番の一番最後のところです

ね、新たな推進担当をつくって必要な予算を確保するというところ

は書かれておりますので、学校としては非常にありがたいなと思っ

ております。 

 

小山田議長  ありがとうございました。緑小でということですので、この提言

を提出した後も、ちょうどこちらの会議としては、所委員が委員と

していらっしゃるということでは、何かまた連携をとったり、情報

の交換をしたりということがこの後もできるのかと思いますので、

非常に心強いというか、ありがたいような感じがします。この議題

につきましても、また継続で審議していけたらと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それで、一通り皆さんのご意見を伺ったんですが、そうしますと、

１、２につきましての、コミュニティ・スクールというところの、

その日本語版じゃないですけれども、学校の協働運営協議会の体制
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というか、そういったような日本語で注釈を入れるという点はどう

しますか。文の中に入れるか、外に出すかということになるのかと

思うんですけれども。 

 

原田副議長  たしかこれ、私自身も、議論を始めたとき、地域学校協働活動と

コミュニティ・スクールって、どういう関係か、どう違うのかがよ

く分かりませんでした。ですから、この提言を一般の市民の方がお

読みになったときに、そこのところがすっとわかっていただけるか

どうかというのはちょっと不安な感じがします。 

 そういう意味で、今、所先生のお話もあったんですけれども、コ

ミュニティ・スクールの要件というのは学校運営協議会があるとい

うことですよね。 

 

所委員  そうです。 

 

原田副議長  そのことをどこかに入れるほうがいいのか、あるいは、この本文

とは別に注釈として言葉の解説を幾つか入れるほうがいいのか、そ

れは提言の本体とは別に、例えば一般に広報として出すときに注を

つけるという方法がいいのか、ちょっと悩むところですね。この提

言自体は行政に出すものだから、先刻承知であるということで解説

は要らないと思うんですけれども。 

 

小山田議長  そうですね、そのあたりどうしましょうか。 

  柴田委員、いかがでしょうか。 

 

柴田委員  この提言は教育長宛てに出すものなので、特に注釈は要らないん

じゃないのかなと思いますが、もし注釈のようなものを入れるとし

たら、「はじめに」のところで、初めて「コミュニティ・スクール」

という文言が出てくるときに、括弧で「地域運営学校」というふう

に日本語の意味を付するぐらいでいいんじゃないかなと思います。 

 市民の方に読んでいただくときには、コミュニティ・スクールと

は学校運営協議会を設置する学校であるというような注釈をつけ

ればいいんじゃないのかなというふうに思います。 

 

小山田議長  ありがとうございます。 
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原田副議長  日本語にすると地域運営学校ということですね。 

 

柴田委員  はい。 

 

原田副議長  福井さん、いかがですか。地域運営学校という表記について。 

 

福井委員  私は「学校運営協議会制度」というふうに置きかえたほうがいい

と思います。 

 

小山田議長  学校運営協議会制度。 

 

福井委員  はい。 

 

小山田議長  どうでしょうか。 

 

所委員     文部科学省が出しているリーフレットには「学校運営協議会制度」

と書かれています。 

 

原田副議長  学校運営協議会制度を導入する学校のことをコミュニティ・スク

ールというんですか。 

 

所委員     はい、そうです。 

 

柴田委員  もしくは地域運営学校。 

 

小山田議長  そうですね。制度だけだと、それだと「制度を導入する学校」ま

で入れないとということですよね。 

 

原田副議長  そうですね。 

 

小山田議長  コミュニティ・スクールイコール制度ではなくて、制度を導入す

る学校、それと柴田委員がおっしゃる、それを含めた地域運営学校。 

 

柴田委員  はい。細かく言うと、コミュニティとスクールの間に丸ポチがあ
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る表記とない表記とあったりとか、そういう細かいことを言い出す

といろいろなんですけれども、まあ、これでいいんじゃないのかな

と思います。 

 

小山田議長  そうですね。この「はじめに」に入れるとしたら短いほうがいい

かと思うので、括弧で「地域運営学校」にして、一般の方々にとい

うか、外に出すときに、もしかして注釈で「学校運営協議会制度を

導入する学校」みたいに、下に注釈みたいに入れてもらうとか、と

いうのでいかがでしょうか。 

 

所委員     学校のほうでは学校運営協議会制度を導入した学校という説明を

しています。なので、できればそちらのほうがありがたいです。 

 

原田副議長  学校はそのほうがわかりやすい。 

 

小山田議長  そのほうがわかりやすいということですね。では、ここはどうし

ますかね。ここはやはり括弧で入れると長いですよね。注釈で入れ

ますか。 

 

原田副議長  まあ、でも、公式な文書にそういうふうに使われているみたいで

すから、それでいいのかなと思いますけどね。 

 

小山田議長  最初のところだけ、「はじめに」の中の一番最初に出てくる「コ

ミュニティ・スクール」というところにだけ、じゃあ、後ろに「学

校運営協議会制度を導入した学校」という文言を入れて、あとはな

しにしましょうか。 

 

原田副議長  そうですね。 

 

小山田議長  では、そうしましょうか。より先生方に見ていただいてもわかり

やすいということであれば。それでは、それはそのようなことでよ

ろしいでしょうか。 

 あと、福井委員から出ていた、最後の「学べるまち」、一番最後

の下から２行目の「子どもも大人も学べるまち」を「学びを育むま

ち」という形にということなんですが、これについてはいかがでし
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ょうか。「学びを育む」と入れたほうが、より育んでいくというよ

うな意味が出てくるかなとも思いますが。 

 

原田副議長  福井さんがおっしゃったように、単なる受け身の感じが消えます

よね、「育む」を入れたほうが。 

 

小山田議長  それでは変更して「学びを育む」ということでよろしいですか。

では、こちらは「学びを育む」に修正いたします。 

 あとは、首藤委員がおっしゃっていた、地域のＮＰＯ団体等との

連携ということで、その「ＮＰＯ団体等」というのを、この「行政

に求める役割」の下から２番目のところの「小金井市内にある大学

や近隣の大学等」の「等」に具体的に「ＮＰＯ団体等」、また「等」

というふうになるんですけれども、という文言を入れるかというと

ころですが、そのあたりはいかがでしょうか。 

 

柴田委員  柴田です。より具体的に示すという意味で、「大学等」ではなく、

例えば「大学、ＮＰＯ、企業等」というふうに３つか４つ、入れる

ならば並べたほうがいいんじゃないのかなというふうに思います。 

 

原田副議長  今のご提案は、「近隣の大学」の後に並列して、「大学、ＮＰＯ法

人、企業等」ですね。 

 

柴田委員  はい。 

 

小山田議長  はい、そのように修正したいと。いかがでしょうか。ＮＰＯ法人

もしくは、法人じゃなくても活動している団体もありますよね。 

 

柴田委員  そうですね。ＮＰＯというと、市民活動団体も、任意の団体も含

まれますので。法人格を取得していないところも含むという意味で、

ＮＰＯという表記でも。 

 

小山田議長  ＮＰＯ法人ではなく、ＮＰＯだけですね。 

 

柴田委員  ええ、そうしたほうがいいのではないかと思います。 

 



 -１５- 

小山田議長  「ＮＰＯ、企業等」を、この「大学等」の間に入れるということ

でよろしいですか。 

 はい。では、入れさせていただきまして、それで、ほんとうに早

急になって申しわけないんですが、今日話し合った部分を修正する

ということで、今回の委員会で、この提言については承認していた

だけたらとは思いますがいかがでしょうか。ちょっと早急な形で申

しわけないんですが、委員の中ではこれまで昨年からずっと積み重

ねてきた議論で、最後、かなりまとまったのではないかと思うんで

すけれども、いかがでしょう。本日の議論した内容を反映させたも

のを会議後に皆さんにみてもらいますが、一旦、それでご承認をい

ただくという形でよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

小山田議長  ありがとうございます。では、この提言につきましては、本日の

議論を受けて修正したものをお送りいたしますが、これでご承認い

ただけるということで、５月に入ってから、また教育長のスケジュ

ールをはかって提出をしたいと思います。今後も、所委員もいらっ

しゃるということで、また見守っていけたらと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、関連するんですが、続きまして、平成３１年度の管外

視察研修についてということで、資料２をごらんください。 

 こちら、１番につきましては、これまで、平成１８年度から毎年

視察研修をしてきた一覧をいただいています。 

 ２番が、前回の第８回の委員会のときに出た意見としては、提言

に沿った活動を行っている学校、例えば立川市立の小学校等がいい

のではないかという意見が出たということ。 

 それからまた、先日、小委員会を行ったんですが、そのときに、

この提言の文案を考えるとともに、こちらの視察研修につきまして

も協議をいたしまして、研修候補日としては、まずは７月８日か７

月１２日がよいのではないかということと、ただし視察先の都合も

あるということですが、あと研修先の候補として、第８回のときに

出ていた立川市なんですが、これは、立川市民科というところが、

今度、立川市にできて、その中でコミュニティ・スクール等を全市

に広げていこうとしているということで、モデル的になるのではな
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いかということがございまして、別紙に、今、コピー、この資料で

すね、「『立川市民科』って何？！」という、こちらのほうをコピー

していただいたんですが、こちらを候補としてはどうかということ。 

 それから三鷹市のほうで、三鷹市立の小学校では先駆的に全ての

学校でコミュニティ・スクールをやっており、小中一貫教育という

ことをやっておりまして、こちらのほうも、今、コピーが回ったと

思うんですが、この中のどこかに、まあ、近いということもありま

すし、先駆的にやっていらっしゃるので、見に行くのはどうかとい

うこと。 

 それから府中市は、昨年度、府中市に行きたいという案が出てい

たんですが、府中市のご都合でかなわなかったのですが、もう一度、

府中市版のコミュニティ・スクールのモデル校を見に行ってはどう

かということで、一応この３点、研修先候補としては決まっており

ます。 

 時間的にもというか、２つの地域しかいけないかと。午前１校、

午後１校で、地域的には２つしか行けないのではないかと思うんで

すけれども、この提言に沿った形で、これからも小金井のコミュニ

ティ・スクール、地域学校協働活動のあり方のモデル的なところは

視察に行けたらというふうに思っておりますが、その方向でもよろ

しいですか。 

 ですので、この中から２つ挙げまして、立川のほうは柴田委員の

ほうで少し補足、よろしいでしょうか。 

 

柴田委員  はい。今日お配りいただきました立川市の「たっち」という教育

だよりがあります。この中で、平成３０年度に立川市民科という、

主に生活科や総合的な学習の時間等で子どもたちが地元について、

郷土について学ぶという立川市ならではの取り組みが始まって、３

０年度に研究が立川市の教育委員会主導で行われました。 

 この立川市民科というのは、立川のまちづくりを担う未来の人材

育成をし、郷土をよく知り、まちにかかわり、まちに貢献する学習

や、それから地域の住民の方たちの教育力をそこに結集させて、こ

の立川市民科を実践するというところを通しまして、子どもたちと

一緒に地域のいいところを探したり、それから地域の課題を発見し

ていき、そして最終的には、子どもたちが考えを深めて発表をした

り行動をしていくということにつなげるということを目標につく
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られたものだそうです。 

 立川の第六小学校で、特に研究拠点校となりまして、こちらのほ

うで立川市民科の研究が去年１年間かけて進められたという経緯

があります。立川市もまた全校をコミュニティ・スクールにしてい

こうというような動きがありますので、小金井市もこのように、今、

動いていくところですので、今回の管外視察校にどうかなというふ

うに思いまして提案させていただきました。 

 

小山田議長  はい、ありがとうございます。 

 三鷹市につきましては、私のほうで入手してきたパンフなんです

けれども、三鷹市のほうは既に、もう１０年ぐらい前からコミュニ

ティ・スクールに取り組んでおられまして、全校コミュニティ・ス

クールで、学園単位の学校運営協議会ということで、中学校区域に

学園という形で、一緒に皆さんが行く小学校と一緒の学園というこ

とで、７学園ですか、つくられていまして、それぞれ学園によって

かなり個性的な活動をしているので、視察に行くとしたら、その中

でどこに行こうかというぐらい、ほんとうに学園によってカラーが

かなり違います。 

 わりと昔からやっている１つとしては、四小というところでは、

それこそＮＰＯ団体がその学校の中で事務局として、学校の教室の

１つの机があって、そこが事務局みたいになっておりまして、その

ＮＰＯ団体としてその学校支援の活動をやっているという、地域の

方々もＮＰＯとしてかかわっているというところもありますし、あ

とは普通に、ＮＰＯではなく、コーディネーターさんがいらっしゃ

って、その方たちがコーディネートをしているというところで、Ｐ

ＴＡ・ＯＢの方がメーンのところもあれば、地域の方も結構入って

いるというところもあれば、結構さまざまなんですけれども、もう

１０年ぐらいやっていらっしゃるので、行ってみると、課題にして

も何にしてもいろいろ伺うことはできるのかなというところで、私

のほうでパンフのほうを資料として提出させていただきました。 

 

柴田委員  三鷹市も、連雀学園というところが、先ほど議長がおっしゃった

第四小学校があるところでして、こちらはとても、コミュニティ・

スクールの先進校としていろいろなところから視察がありまして、

視察なれはしている学校かなというふうに思います。 
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 職員室の隣がＮＰＯ版の学校運営協議会のお部屋になっていま

して、独自の取り組みがありますので、ここも見れたらおもしろい

のかなというふうに考えます。 

 

小山田議長  もう一つが、昨年度の資料が今日も回ったんですけれども、地域

の方々と一緒につくっているところのコミュニティ・スクールとい

うことで、府中市の日進小が挙がっておりました。 

 先方のご都合とかもあると思うんですが、一応こちらとしての優

先順位を決めておきますか。それで、あとは一度、事務局からご連

絡をいただいて、実際、可能かどうかとか、スケジュール的なこと

とかということになるかと思うんですけれども、皆さん、いかがで

しょうか。候補先としては、とりあえず優先順位とかつけておきま

すか。多分、午前１校、午後１校、その行政の方たちとの話も含め

て２つの地域しか行けないかなとは思うんですけれども。まあ、ど

こも見たいというところはあるんですけれども。 

 

原田副議長  この順番でいかがですか。 

 

小山田議長  この順番でいきますか。 

 

原田副議長  この中で２つということですよね。 

 

小山田議長  そうですね。 

 

原田副議長  ３カ所は行けないから。 

 

小山田議長  ３カ所はちょっと厳しいかと思うので、この中で２カ所で、優先

的には、じゃあ、この順で、立川、三鷹、府中ということで、なの

で立川と三鷹に行くという形で、どちらかがだめだったときに府中

にアポをとっていただくみたいなことでよろしいですか。ほかに何

かここというところがありましたらというのは、大丈夫でしょうか。 

 はい。そうしましたら、とりあえずこの候補ということで、また

後で事務局とも、どういうふうに連絡をとるかを相談したいと思い

ますので。 

 日程候補も、一応７月８日と１２日が第１、第２になっているん
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ですが、これと、あと視察先の都合等により調整させていただきま

して、また決まり次第、皆様にお知らせしたいと思いますで、それ

ではよろしくお願いいたします。 

 では、今年度の視察研修につきましては以上になります。 

 続きまして、これも関連はするんですが、３１年度の三者懇談会

についてということで、資料３です。こちらのほうをごらんくださ

い。 

 資料３につきまして、日程が、こちらもメールで回っていたと思

いますが、一応日程は５月２７日月曜日の午前１０時からというこ

とで決定させていただきました。場所はこちらで、８０１会議室。 

 内容については、ほんとうに全部つながっているんですけれども、

今回、提言を私どものほうで出すということで、小金井市の地域学

校協働活動についてという、これが、まずは身内ではないんですが、

三者懇談会で、公民館や図書館の皆様方にも、まずはこういった活

動が始まるということと、こういった活動がどういうことなのかと

いうことをまず知っていただき、いろいろなご意見をいただけたら

ということで、この間の小委員会で、この程度で、さらにどうかと

いうことで、今日、本委員会のほうでご提案させていただけたらと

思います。 

 タイムスケジュールも、これも案なんですけれども、最初に柴田

委員のほうから、ディスカッションのテーマ提起というか、そうい

った形で少しお話をいただきまして、後半は各グループでそれにつ

いての意見交換ということで、多分そこには社会教育委員のほうに

散らばっていただいてリードをしていただけたらと思うんですが、

流れとしてはこのようなことでどうかということであります。 

 あとは、もし所委員とかが、この日、ご都合がよろしければ。実

際、そのモデル研究というのはいつごろからスタートというご予定

なんですか。 

 

所委員  ５月の末から年間６回協議をする予定になっていまして、そのう

ち半分は今までどおり学校経営方針や学校評価に係ることなので、

あと３回で、地域学校協働活動について検討します。なので、どう

いったことをそのメンバーの方々がやりたいと思われるかという

のがまだわからない状態です。 
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小山田議長  じゃあ、あまりここで何かお話しするということでは難しそうで

すね。まだ決まっていないという感じですね。 

 

所委員  そう、まだ始まっていないですね。 

 

小山田議長  はい。では一委員としてという形で、と思います。 

 それでは、この内容案につきまして、いかがでしょうか。何かご

意見はありますでしょうか。特に小委員会に参加されていない方々

のご意見がありましたらお願いいたします。 

 

柴田委員  柴田です。私がここで、「小金井市の地域学校協働活動について」

というタイトルで話すことになっているんですが、これは、もし私

が話すならば、小金井市の地域学校協働活動というタイトルではな

くて、地域学校協働活動とか、コミュニティ・スクールとはどうい

うものかとか、どういう工夫をすれば、それがより一層推進される

かということを、例えば調査研究活動からわかったことの紹介とい

うことでしたら私はお話しできるかなというふうに思います。 

 

小山田議長  これからですもんね。 

 

原田副議長  じゃあ、その、そもそものところからお話しいただいたほうがよ

ろしいかと思いますので、「小金井市の」は取ったほうがいいです

ね。 

 

小山田議長  あとは、補足的にもなるんですが、今日の資料で、平成３１年２

月の東京都生涯学習審議会からの、地域と学校の協働を推進する方

策についてという冊子があるんですが、私も委員としてつくり上げ

たものなんですが、その中でも、東京都のほうも地域学校協働活動

を推進していこうという方向でうたわれております。 

 特に１３ページと１４ページが、その話をした中で、じゃあ、地

域学校協働のコミュニティ・スクールにするという、どういった効

果があるのかという、やはりここがないと推進できないということ

で、かなり協議しまして入れてありますので、このあたりのことと

かも私も説明ができることとして、東京都としては、今、どういう

方向で考えているかということとか、そういったこともございまし
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て、これも委員の皆さんとかなりもんでつくったので、多分これか

ら小金井がやっていくということでの、かなり同時的なことにもな

るかと思いますので、まず目を通していただけたらと思うんですけ

れども。 

 というようなこともありますので、小金井市のということではな

くて、地域の協働活動、コミュニティ・スクールということで一般

的なお話をしていただいて、これからちょうど小金井としても考え

ていく方向であるということで、皆さんに、地域としては何ができ

るんだろうとか、ご意見とかを伺うという感じですね。 

 

原田副議長  できればこの時点で、既に教育長への提言の提出をしておきたい

ですね。提言についてもご紹介いただくというほうがいいかなと思

います。 

 

柴田委員  提言についての紹介は、この１０時５分から３５分の間でしたほ

うがいいですか。 

 

小山田議長  そうですね。それか、私が一応提言については、議長として、役

割として最初にお話します。 

 

柴田委員  私の話はもうちょっと時間を縮小して、前半に小山田さんに話し

ていただくというのはいかがですか。 

 

小山田議長  はい。前半というほどではなくていいと思うんですけれども、５

分あれば大丈夫です。じゃあ、最初に提言についてをお話する、そ

んな感じですかね。５分で提言の話をして、あとは柴田委員のほう

から一般的なお話ということで、その後、後半、皆さんで話してい

くということで。じゃあ、この方向でよろしいでしょうか。 

 またもうちょっと近づいたら、一度、打ち合わせをしたいと思い

ますので、とりあえずこの方向でということで、よろしくお願いい

たします。 

 では、今、４番までの話は終わりました。 

 続きましては、平成３１年度スポーツ関係団体への補助金交付に

ついてということになります。こちらは資料４ですが、事務局のほ

うからご説明をお願いします。 
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内田スポーツ振興担当課長 スポーツ振興担当課長のほうから説明いたします。 

 資料４、平成３１年度スポーツ関係団体への補助金交付額という

資料をごらんください。平成３１年度スポーツ関係団体への補助金

交付について、ご説明したいと思います。 

 小金井市では、毎年度、小金井市体育協会と総合型地域スポーツ

クラブである小金井クラブの２団体に対して補助金を交付してお

ります。それぞれの団体への補助金交付要綱に基づき交付している

もので、団体の運営経費の一部を補助することによりスポーツ振興

を図ることを目的としています。補助対象となるのは、団体の管理

運営に係る事務費と各種スポーツ事業の開催運営等に要する事業

費となっております。各団体からの交付申請に係る書類を審査した

上で交付額を決定しております。本補助金は、毎年度行っているも

のですが、補助内容を変更する場合には、補助金検討委員会による

審査も行っています。各団体の交付金額は、本日配付させていただ

いた資料のとおりです。 

 なお、補助金を交付するに当たり、社会教育法第１３条、社会教

育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合には、あらかじめ

社会教育委員の会議の意見を聞いて行わなければならないという

旨の規定がありますので、本日、この場で皆様の意見を聞かせてい

ただくようお願いいたします。 

 なお、資料のうち体育協会事務費補助３１万７,３５１円の増加

となってございます。こちらに関しましては、体育協会事務職員３

人のうち１人が産休から復帰するため、期末勤勉手当等の増額によ

るものです。 

 また事業費補助ですが、こちら、各種大会共済費、これが８,０

００円減、一方で、婦人・子供スポーツ大会８,０００円増となっ

ておりますが、これは、体育協会の予算案に基づいて、このような

配分も割り振らせていただいている次第です。 

 説明は以上となります。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 それでは、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

 ほぼ昨年度と同様ということですね。ほかに、体育協会以外で、

事業費の補助で、婦人・子供スポーツ大会が８,０００円増で、あ
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ともう一点が各種大会共済費が８,０００円マイナスになるんです

が、このあたりは、何か原因いうか、ございますか。 

 

内田スポーツ振興担当課長 大もとは、体育協会のほうで評議員にかけられて決め

られた予算案に基づいて行っているんですが、婦人・子供スポーツ

大会に関しては、体育協会の予算額３０万円に実際の予算がなって

おりますので、その部分でこちらのほうを増額させていただいて、

大会共済費のほうは２４２万円というところでの予算が出ており

ますので、そこに合わせさせていただいております。 

 

小山田議長  いかがでしょうか。皆さん、何かご意見やご質問等はありますか。 

 

原田副議長  質問ですけれども、よろしいですか。 

 

小山田議長  はい。 

 

原田副議長  いずれも継続ということで、内容的には精査をされていると思う

んですが、仮に別の団体が、私のところも補助してくださいよとい

うことになることもあろうかと思うんですが、その場合はどういう

ふうに検討されるんですか。 

 

内田スポーツ振興担当課長 別の団体というと、体育協会とはまた別にということ

ですか。 

 

原田副議長  ええ、これ以外に、このＮＰＯ法人のようなところがですね。 

 

内田スポーツ振興担当課長 その場合は、先ほど申し上げた補助金検討委員会、ま

ずこちらにかけていく形になってくると思います。その検討結果に

よってくると思います。 

 

原田副議長  なるほど、補助金検討委員会というのがあるんですね。わかりま

した。 

 

小山田議長  その他、特にご意見がないようでしたら、この件につきましては、

これで一応、社会教育委員の会議としては承認をしたという形でよ
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ろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

小山田議長  はい。ありがとうございました。じゃあ、こちらで承認をさせて

いただきましたので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、その他になりますが、何かございますか。 

 ないようでしたら、では議題につきましてはこれで終了させてい

ただきます。 

 では続きまして、報告になります。 

 まず、平成３１年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会定期総

会についてをお願いします。 

 

小堀生涯学習係長 まだ資料等は出席された方の分しかなかったので、当日配付さ

れたものを回させていただきます。皆さんちょっと見ていただいて、

また後で話が出ると思いますが、講演をされた安田菜津紀さんの書

かれた本も回しますので、こちらも話を聞きながら見ていただけれ

ばと思います。 

 

小山田議長  では、ほんとうについ最近、４月２０日の土曜日のことで、早速、

福井委員が報告書を作ってくださっておりまして、では、こちらに

ついて福井さんのほうからご説明とご紹介をお願いします。 

 

福井委員  では、福井のほうから報告いたします。 

 都市社連協の定期総会が、４月２０日、武蔵野公会堂でありまし

た。小金井市からは６名が参加しました。 

 主催者として、宇佐美都市社連会長からお言葉をいただきまして、

社会教育の理念を継続して、長期にわたってつないでいただきたい

というご挨拶があったというのと、来賓の挨拶としまして、渡邉武

蔵野市教育委員のほうから、地域コミュニティセンターの利用や大

学との協働にて、リカレント教育や地域の交流を深めてくださいと

いうことを述べられました。 

 また、梶野東京都地域教育支援部の職員からは、地域学校協働活

動の統括マネージャーが重要なポジションであるから、しっかり育

成してほしいという依頼と、あとこちらの活動に関しては、国は、
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当然、６５億円ほど補助をされているんですけれども、東京都から

も補助金を提供しますということで、地域創生につないでいただき

たいという前向きな意見をいただきました。 

 引き続き、表彰式がありまして、小金井市からは２名、記載の小

山田委員と石田委員が、社会教育委員に貢献されたということで表

彰状等をいただいたということをご報告しておきます。 

 その後、定期総会は、議案のとおり、賛成多数で全て承認されま

した。 

 あと、特記事項としまして、２０２１年に東京大会が開催される

ということで、そのための準備として、実行委員会の運営のために

積立金を、昨年度から、各都市１０万円ずつ計上し始めたというこ

とが承認されたということでご報告しておきます。 

 最後に講演会がありまして、講師は安田菜津紀さんというフォト

ジャーナリストで、ご存じの方はテレビ等で見られていると思うん

ですけれども、ＴＢＳテレビのサンデーモーニングのコメンテータ

ーとして、現在、出演中の方で、３２歳の若い女性です。 

 演題は「被災地（紛争地）で見た地域のつながり」ということで、

国内では陸前高田市、海外ではシリア、それ以外に、中近東を含め

ましていろいろなところで撮影しながら取材されている方なんで

すけれども、陸前高田市においては、震災直後の２０１１年３月１

１日の後に入学された小学生２人をずっと９年間追いかけながら、

その子どもを中心に、子どもは地域で育てるというようなストーリ

ーで取材中のことを紹介していただいたというのと、あとシリアに

関しましては、当然ご存じのように内戦紛争地でありまして、子ど

もの成長を定期的に同じ箇所に行きながら取材中ということで、安

田さんが一番言いたかったのは、※のところに書いていますけれど

も、地域つながり、人とのつながりは、役割分担して、できること

から実行してくださいというのが重要なことであるということが

紹介されたという、非常に前向きな基調講演だったということでご

報告しておきます。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 ご参加いただいた方から補足とかはありますか。 

 どうぞ。 
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原田副議長  僕は保田菜津紀さんのファンで、前からテレビでよく見ているん

ですが、実に３２歳とは思えない、見事な内容と、それから見事な

話し方ですね。無駄のない話し方で、今、福井さんが要点を報告い

ただき、非常に心を打つ講演だったと思います。 

 特に記憶に残ったのは、一本松、よくテレビなんかに出てきます。

あれ、普通は、僕もそうですけれども、ああ、一本松、一本残って

よかったねって思うんですね。よく頑張ったなと。だけど被災地の

人たちはそんなふうに思わなくて、その他の９,０００本がなくな

ったって思うんですって。そういうことに思いをはせるということ

が大事だと、それを言われました。 

 それからシリアのほうは、難民１,２００万人というけれども、

ここに書いてあるように、国民の半分以上が難民ですよ。つまりこ

こにいる人の半分が難民だということを想像してくださいという

ことをおっしゃって、ああ、なるほど、シリア大変だ、戦争でかわ

いそうだなって思っているけれども、そういうことを、実際、行っ

て見てこられた方がおっしゃると、全然違ってシリアが見えるとい

うことがわかりました。 

 役割分担してできること、つまり我々は、そう言われても何もで

きないなと思っているけれども、そういうことを誰かから聞いて、

それから知らない誰かにお話しをする、それも役割分担の１つだと

いうふうにおっしゃっていまして、なるほどなということで、大変

感銘を受けました。 

 帰りがけに本を買うときにちょっと話したんですが、毎週出てい

るんですかと言うと、月に一遍ぐらいだというので、今度は５月の

第１週かな、に出ますので、ぜひ見てください。サンデーモーニン

グ、６チャンネルの朝８時からですね。 

 ということで、以上です。 

 

小山田議長  はい、ありがとうございました。 

 ほかに補足がないようでしたら、それでは、ここは以上になりま

す。 

 続きまして、平成３１年度予算概要についてということで、こち

らは事務局のほうからお願いいたします。 
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藤本生涯学習部長 それでは、報告事項の平成３１年度予算概要についてというこ

とで、３１年度の予算の概要と、あと事業の概要についても概略に

ついてご報告したいと思います。 

 まず、平成３１年度の予算については、生涯学習部が所管します

社会教育費が７億３,２２２万６,０００円で、前年度対比では１,

１７１万６,０００円の減、保健体育で見てみると、３１年度は５

億１,０５４万４,０００円で、昨年度より１億５,９０３万６,００

０円の増、合計で見ますと、前年度対比約１億４,７３２万円が増

になっているということです。 

 これにつきましては、総合体育館の大規模改修工事、こちらの体

育館の空調設備でしたり、あとトイレとかになりますけれども、こ

ちらに係る工事請負費が約２億円ということで、こちらが予算増額

の大きな要因となっております。 

 それでは、事業について、概略について説明いたします。 

 初めに生涯学習課でございます。まず放課後子ども教室事業です

が、平成３０年度では、放課後子ども総合プラン協議会を、先行的

に、第三小学校、東小学校、前原小学校、本町小学校で立ち上げ、

放課後子ども教室、小学校及び学童保育所の関係者の一層の連携を

図っているところです。平成３１年度では全小学校区において協議

会を開催する予定です。 

 また、平成３１年度から放課後子ども教室のスタッフの謝礼を増

額し、さらに、本町小学校を先行実施校として、放課後子ども教室

を全日開催するなど、放課後の子どもの居場所づくりの充実に向け

て、関係機関とも連携を図りながら進めてまいります。 

 清里山荘につきましては、平成３１年３月３１日をもちまして指

定管理期間が終了することから、平成３１年４月１日から平成３６

年３月３１日までの５年間を指定期間とする指定管理者について、

新たに指定したところです。集客数が落ちている清里山荘の集客増

に向けて、新たな指定管理者とともに方策を練ってまいりたいとい

うふうに考えております。 

 続きまして、オリンピック・パラリンピック関連です。昨年８月

に、本市の一部区間で東京２０２０オリンピックの自転車ロードレ

ース競技が開催されることが発表されました。また、平成３１年、

本年７月２１日には、競技運営及び大会運営の能力を高めることを

目的とした東京２０２０テストイベント、「ＲＥＤＡＹ ＳＴＥＡ
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ＤＹ ＴＯＫＹＯ－自転車競技（ロード）」の開催が予定されてお

ります。 

 テストイベントの開催に向けて、テストイベントの当日の資機材

等の設置や観戦者の誘導等を実施するコースサポーターの募集を

行っておりまして、多くの申し込みを、現在、いただいております。

また、テストイベントを円滑に実施するため、コース沿道やの住民

の方や事業主などを対象とした地域説明会の開催、市報、ホームペ

ージによるテストイベントの周知を図っていく予定です。 

 東京都及び組織委員会、関係機関と協議を進めておりまして、テ

ストイベントの開催に向けた準備を行っているところです。テスト

イベントの当日の対応につきましては、現在、検討を進めていると

ころでございますが、コースサポーターの集合場所、休憩場所、救

護テントの設置場所及び熱中症対策、コース沿道の観戦者やコース

サポーターの管理を行うための応援職員の配置が課題となってお

り、それらに要する予算については、平成３１年６月の補正予算で

の提出を予定しているところです。 

 毎年、体育の日の午前中に総合体育館で行われているスポーツレ

クリエーションの集いにつきましては、今年度は東京２０２０大会

の１年前ということで、平成３１年１０月１４日の体育の日に、ス

ポーツフェスティバルとして１日のイベントを予定しております。

現時点では、従来のスポーツの集いで行っていたニュースポーツ体

験や、パラリンピック競技種目であるボッチャ、シッティングバレ

ーボール等に加えて、さきに説明しました自転車競技のバーチャル

体験や、市民まつりで実施した車椅子レーサーの体験等を、ブース

形式のイベントを実施予定です。 

 また、本会が開催される２０２０年７月には、市内を聖火リレー

が通ります。詳細はまだ未定ですが。こちら、準備を、順次、実施

しているところです。 

 さらに、平成３１年４月、今月ですけれども、東京２０２０大会

推進本部というものを庁内で立ち上げまして、教育委員会のみなら

ず市長部局と連携しながら、全庁一丸となって東京２０２０大会の

円滑な実施及び機運の醸成に努めてまいります。 

 続きまして、図書館関連でございます。平成３１年度の新規事業

を２つご説明いたします。 

 １つ目は、市内小学校へ図書を貸し出す団体貸し出しパックの作
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成です。現在、年間で約２万７,０００から８,０００冊の図書を学

校へ貸し出しし、本館でも配送を行っております。各学級の保護者

の方が来館されて借りる図書を選書されておりますが、この作業負

担を軽減し、さらに利用拡大を図る目的で、図書館職員が選んだ図

書を団体貸し出しパックとしてあらかじめ一定程度用意するもの

です。 

 ２件目は、貫井北分室の利用者用インターネット端末を設置する

ものです。本館では平成２８年度に１台設置しておりました。利用

も順調でございますので、このたび貫井北分室にも設置し、調べも

の等にご活用いただく予定です。 

 最後に、公民館関係でございます。平成３１年度につきましては、

かねてから利用者の方々からご要望のありました東分館の可動式

の間仕切りパネルについて、破損部分の交換等を実施し、間仕切り

パネルのあけ閉めの労力を軽減します。また、貫井北分室の施設管

理員の配置を見直し、東分館の土日・祝日の昼間の間を２人体制と

いたします。これにより、利用率の高い東分館で、間仕切りパネル

の設置してある１階集会室と２階学習室を有効に活用できるよう

にと考えております。 

 また、貫井南分室につきましては、学習室Ａ・Ｂ間の可動式間仕

切りを、こちらは撤去・新設し、遮音性にすぐれ、防音効果のある

ものに対応します。 

 なお、公民館の将来像も含めた中長期計画の策定につきましては、

引き続き公民館運営審議会の意見を伺いながら進めてまいりたい

というふうに考えています。 

 生涯学習部の事業の概要については以上になります。 

 

小山田議長  ありがとうございました。 

 特にご質問等はありませんか。 

 はい、福井委員。 

 

福井委員  予算つながりなんですけれども、１つお聞きしたいことがありま

す。教育委員会で設置している小金井市内の史跡等の案内告示板で

すね。これは、つい最近も、陸軍の技術研究所の境界の石杭のとこ

ろに看板を立てていただいて、一般市民も非常に興味を持って見て

おられるというのが現状で、私が見に行ったときも、大人の方が２
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名、立ちどまって見ていただいているということで、大変前向きに

対応されていると思うんですけれども、既存の、今までにあるパネ

ルに関して、ご存じのとおり、全く字が読めないような、今のスチ

ールパネルじゃなくて、木のボートみたいなものが読めないという

ものと、あと野川沿いにあります四割の堰にはスプレーで落書きさ

れた掲示板がありまして、二、三年前から生涯学習課に申し入れし

た方もおられるというふうに聞いているんですけれども、そのまま

放置されているということで、近隣の一般市民、または市外から来

られる方も、非常に不愉快な感じで掲示板を見ざるを得ないという

のが現状なんですけれども、こういうパネルに関しまして、予算組

みというものをどこまで考えておられるのか。できましたら、従来

のパネルからスチールのようなパネルにかえるとか、当然、予算組

みされないと施行されないと思うんですけれども、そういう方向性

ということで、積極的な予算組みも必要ではないかということで提

言しておきたいと思います。いかがですか。 

 

関生涯学習課長 生涯学習課長です。今、文化財に関しての案内板ということで、

陸軍境界石杭につきましては、昨年度、市の登録文化財になったこ

とで、看板を設置し、多くの方というか、注目されているのかなと

思っています。１つには、文化財として注目していただくと同時に、

ここにあるということで、保護の意味もあるかなというふうに思っ

ているところでございます。 

 これまでの経過で、かなり古くなったものもあるというのは私た

ちも課題としては捉えております。年に１回、回って、古いところ

とか、そういったものは、修繕という形では対応させていただいて

いるところではありますが、予算規模等で必ずしも十分なものでは

ないというふうに私どもも認識しておりまして、過去に言われまし

た、その形の古いものについてどうしていくかということは、文化

財を発信していく、保護の観点からも課題だと思っていますので、

今後、予算総枠の中で検討・対応はしていくべきだというふうに考

えているところでございます。 

 以上です。 

 

小山田議長  ありがとうございました。では、今後、検討していただくという

ことで、よろしくお願いしたいと思います。 
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 ほかに質問がないようでございましたら、よろしいでしょうか。 

 それでは、その他の報告に参りたいと思います。その他というこ

とで資料５、あと資料ナンバーがないんですけれども、生涯学習情

報コーナーのホームページの資料が回っていると思いますので、こ

の２点について、事務局、小堀さんからよろしいでしょうか。 

 

小堀生涯学習係長 はい。まず資料５の、障害のある人もない人も共に学び共に生

きる社会を目指す小金井市条例について、前回の会議で長坂委員か

ら、こちら、平成３０年１０月１日に施行されて、そういったこと

の説明がされていないという話があったですけれども、この資料５

のナンバーのついているものが小金井市の条例となりまして、お目

通しいただいた方もいらっしゃるかもしれないんですけれども、こ

ちらの前文として、「全ての人は、基本的人権を有するかけがいの

ない個人としてその尊厳が重んじられ、その尊厳にふさわしい生活

を保障される権利を有している。しかし、以前として障害のある人

に対する誤解、偏見及び不当な差別的取扱いが存在し、これらが障

害のある人の社会参加や自立を妨げる社会的障壁となっている」、

そして、ちょっと飛びますけれども、全文の最後に「私たちは、障

害のある人もない人も等しく、基本的人権を有する個人としてその

尊厳が重んじられ、相互に尊重し合いながら、共に学び、共に生き

る小金井市の実現を目指して、この条例を制定する」、このような

意図で条例が制定されているんですけれども、１枚めくっていただ

いた第４条に、市の責務として、「市は、法の趣旨及び前条に規定

する基本理念にのっとり、その他の法令との調和を図りながら、差

別の解消の推進に関して必要な施策を策定し、及び実施しなければ

ならない」と書かれております。 

 また、第８条に、合理的な配慮をしなければならないということ

が書かれている中の「合理的な配慮」の言葉の説明も含めて、もう

一つつけた資料で、障害のある人もない人も共に学び共に生きる社

会を目指す小金井市条例を通して共生社会の目指すもの、小金井市

地域自立支援協議会から出されている資料なんですけれども、こち

らは、平成３０年９月２９日の市民意見交換会のときの資料となり

ます。 

 この中で、ページ振っていないんですけれども、枚数で言うと３

枚目の下のところに「合理的配慮」という解説があります。この中
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に、「合理的配慮とは、誰もが直面する困った場面で、自分一人で

は解決できないときに手助けできる工夫や方法を一緒に考えてい

くことです」ということが書かれております。 

 生涯学習課で、この条例が施行されたことで新しく始めたという

ことは、今、まだお伝えできるところはないんですけれども、ちょ

っと関連するかどうかというところはあるんですけれども、例えば

成人式を実施するに当たって、これまでは車椅子の席を設けたりと

か、あと手話通訳をしてもらって、耳が不自由な方についての配慮

をするということはしていたんですけれども、大きな会場に入るこ

と自体がすごくプレッシャーになるので配慮してほしいというご

意見もいただきまして、大ホールとは別に成人式が見られる場所を

用意するという配慮を数年前から行っています。まだ実際、そこを

そういった理由で使われた方はいらっしゃらないんですけれども、

今後も事業等をする中では、いろいろな目線で合理的な配慮をしな

がら進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

 

小山田議長  そうですね。では、報告を続けていただきます。 

 

小堀生涯学習係長 資料の順番で、次、資料６は、前回配った日程表とほぼ変わっ

ていないんですけれども、三者懇談会の日程が決まりましたので、

ここを追記させていただいています。５月２７日月曜日、三者懇談

会、１０時から、こちらの８０１会議室になります。 

 私からの最後で、資料ナンバーが振っておりませんで、生涯学習

情報コーナーについての資料、Ａ４で２枚あるんですけれども、非

常に長い時間がかかってしまったんですけれども、ホームページの

どこの場所に入っているかというのは、資料の真ん中の上のほうに、

トップページ、子育て・教育、生涯学習、生涯学習情報コーナーと

いう４行があるんですけれども、黒塗りしてある「くらし」、「子育

て・教育」、「健康・福祉」、「市政」、「観光・文化」の「子育て・教

育」のところを押していただいた「生涯学習」というところに「生

涯学習情報コーナー」という名前で、この書類にあるものが、これ

と同じような形で記載されております。 

 一応ここで、こういう形ではお出しできているんですけれども、

もっと見やすいものとか、もっと追加して充実させたほうがいいと
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いうものもたくさんありますので、今後、さらにもっと情報を増や

したり、見やすいものにしていきたいと思います。 

 以上です。 

 

小山田議長  はい、ありがとうございました。 

 まず、障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す

小金井市条例ですが、こちらは、また今日、ご質問のあった長坂委

員がご欠席ということもございますが、また皆さんにお目通しいた

だきまして、一応こういったものがあって、小金井市としても条例

に沿った形で対策が進んでいるということをご確認いただけたら

と思います。 

 それからホームページの件ですね。長きにわたりということで、

事務局のほうからも話がございましたが、２ページ目の下に関係団

体というのがあって、社会教育関連団体というのがありまして、そ

れから、ずっと１、２、３、４、５、６ということで関係団体がこ

こに入っていることなんですけれども、昨年度、平成３０年度のち

ょうど春ごろにこちらのほうの開設について検討していたんです

が、ようやく開設に進んだということで、また皆様もちょっとクリ

ックしてみていただいて、これがスタートで、この後、さらにやは

り充実していけたらということで、社会教育委員のほうの会議でも、

生涯学習センターのセンターは無理としても、そのソフト版だけで

もというようなことで、再度、検討していた部分がありますので、

このホームページをまたさらに充実させていく方向ではどういっ

たことが考えられるかとか、そういったことも、今後、検討課題に

なってくるかと思いますので、ぜひ見ていただけたらと思います。 

 あと、事務局のほうも、ご足労いただきまして、どうもお疲れさ

までございました。アップしていただいたということで、ここから

がスタートだと思いますので、またごらんいただけたらと思います。 

 それで、あと日程のほうの確認ということで、資料６になってお

ります。こちらが、三者懇談会が５月２７日なんですが、その前に

第２回の社会教育委員の会議が５月２０日にありますので、そのと

きに、最終三者懇談会については打ち合わせができるかとは思いま

す。 

 また、このぐらいまでに教育長のほうにできれば提言のほうの提

出ができたらとは思いますので、またそのあたりの日程等が決まり
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ましたら、メールになりますが、連絡をさせていただけたらと思い

ます。 

 あとは、この管外研修が、この７月あたりに入ってくると思いま

すので、これもまた調整が進みましたらご連絡をさせていただきた

いと思います。 

 以上でございますが、報告につきまして何かご質問等ございます

でしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、その他全般で何か質問等、ご意見。 

 

福井委員  福井です。資格所有の件で藤本部長にお聞きしたいんですけれど

も、社会教育士の資格が、２０２０年４月から採用され、その資格

者が行政講座を修了されて来られると思うんですけれども、勤務す

る方の採用というのは、さらにその後のプロセスを経ないといけな

いんですけれども、現状、公民館ですね、社会教育主事が当然各館

におられると思うんですけれども、その立ち位置と、今後、資格と

して所有される社会教育士の身分というような立ち位置は同等に

なっていくのか、それともまだまだ、もう少し職員等に広めながら

公民館業務に携わってもらうとか、そういう社会教育士の、今後の

小金井市としての公民館業務以外にもいろいろ配慮されている面

もあると思うんですけれども、その立ち位置というのはどの辺まで、

現状、考えていただいているかということをお聞きしたいと思うん

ですけれども。全く考えていませんか。 

 

藤本生涯学習部長 全くということではないですけれども、今も現時点で公民館の

ほうには職員が配置されています。また委託館もある中で、資格を

持っている職員が配置されることも必要だと、今後においても、そ

の業務に合った資格というのは必要だとは考えていますけれども、

普通の我々職員で、一般職の職員でもできるものであれば、その中

でやっていくこともあると思いますので。 

 

関生涯学習課長 以前にもこの質問がありましが、現状で言うと、今、教育委員会

で社会教育士の対応という形では、今の段階では、こうします、あ

あしますという形はなく、ある意味、ちょっと人事上の問題かなと

いうこともあります。 

 今後は、社会教育主事のカリキュラム変更等を踏まえて、今後、
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小金井市の社会教育にどのように活かしていくかということは、法

の改正を踏まえて、また考えていかなければいけないというのが、

現段階では、その答えでとどまるところです。 

 

福井委員  はい、わかりました。 

 

小山田議長  ほかに何かございますでしょうか。 

 では、特にないようでしたら、それでは本日の社会教育委員の会

議はこれで終了したいと思います。どうも、長時間、ありがとうご

ざいました。 

 

 


